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要 旨  
本 研 究 の 目 的 は ， 地 域 高 齢 者 に お け る 健 康 統 制 感 の 違 い が ， 運 動
プ ロ グ ラ ム 後 の 運 動 機 能 や 健 康 関 連 QOL に 影 響 す る のか を 明 ら か に
す る こ と で あ る ． 分 析 対 象 者 は ， 介 護 予 防 運 動 教 室 並 び に 特 定 高 齢
者 支 援 事 業 の 運 動 プ ロ グ ラ ム に 参 加 し た 地 域 高 齢 者 44 名 で あ っ た ．
方 法 は ， 日 本 版 主 観 的 健 康 統 制 感 尺 度 を 実 施 し ， 対 象 者 を 内 的 統 制 ，
外 的 統 制 ， 両 統 制 の 3 群 に 分 け ， 運 動 プ ロ グ ラ ム 前 後 の 健 康 統 制 感
や 運 動 機 能 ， 健 康 関 連 QOL の 変 化 を比 較 し た ． そ の 結 果 ， 運 動 機 能
は 3 群 と も 歩 行 能 力 を 中 心 と し た 項 目 で 有 意 に 向 上 し た ． ま た ， 健
康 関 連 QOL は 介 入後 に 外 的 統 制 者 で 介 入 前 と 比 較 し た 場 合 有 意 に 向
上 し た が ， 内 的 統 制 者 で は 有 意 差 が な か っ た ．  
 
キ ー ワ ー ド ： 高 齢 者 ， 介 護 予 防 ， （ 健 康 統 制 感 ）， 運 動 機 能 ， QOL  
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             は じ め に  
 
現 在 ， 運 動 プ ロ グ ラ ム に よ り ， 運 動 機 能 が 低 下 し て い る 高 齢 者 の
機 能 を 改 善 し ， 介 護 予 防 に つ な げ る こ と が で き る と い わ れ て い る 1) ．
一 方 ， 活 動 的 な ラ イ フ ス タ イ ル へ の 行 動 変 容 と い う 観 点 か ら は ， 多
く の 運 動 プ ロ グ ラ ム が 参 加 者 の 心 構 え や 準 備 性 に 対 し て 十 分 に 配 慮
が で き て い な い な ど の 問 題 も 指 摘 さ れ て い る 2) ． 介 護 予 防 プ ロ グ ラ
ム の 立 案 に 当 た っ て は ， 作 業 療 法 士 な ど の 支 援 す る 側 が 参 加 者 の 行
動 に 影 響 す る 可 能 性 が あ る 動 機 や 意 欲 な ど の 心 理 的 要 因 を 評 価 し ，
プ ロ グ ラ ム 内 容 を 決 定 す る こ と が 重 要 で あ る と 考 え ら れ る ．   
最 近 で は ， 運 動 機 能 の 短 期 的 な 改 善 効 果 以 外 に も ， 運 動 習 慣 の 定
着 に 向 け た 要 因 の 検 討 3) な ど 行 動 科 学 の 視 点 を 取 り 入 れ た ア プ ロ ー
チ の 報 告 が 散 見 さ れ る 4 ～ 6) ． 行 動 科 学 の 理 論 や モ デ ル に 基 づ い て
ア プ ロ ー チ す る メ リ ッ ト の 一 つ は ， 理 論 や モ デ ル の 中 で 示 さ れ て い
る 行 動 の 変 容 過 程 に 関 わ る 要 因 を 確 認 し な が ら ， 効 果 的 に 介 入 プ ロ
グ ラ ム を 開 発 で き る こ と が あ げ ら れ る 7) ．  
さ て ， 行 動 科 学 の 代 表 的 な 理 論 の 一 つ に 社 会 的 学 習 理 論 が あ る ．
こ の 理 論 に 由 来 す る 統 制 の 所 在 （ locus of control; 以 下 ， LOC ） は ， 行
動 を 統 制 す る 主 体 の 所 在 を ど こ に 求 め る か と い う 一 種 の 信 念 を 問 う
尺 度 で ， Rotter 8) に よ っ て 提 唱 さ れ た ． 例 え ば ， あ る 出 来 事 の 原 因
を 自 分 の 努 力 の 結 果 と 考 え る 人 と ， 単 な る 偶 然 と 考 え る 人 と で は ，
そ の 後 の 行 動 に 差 が 出 る も の と 予 測 さ れ る ． Rotter は 出 来 事 が 自 分
の 行 動 に 随 伴 す る と 認 識 さ れ る 場 合 を 内 的 統 制 信 念 と ， 逆 に 自 分 自
身 の 行 動 に 随 伴 し て い な い ， ま た は 運 や 偶 然 の 結 果 で あ る と 認 識 さ
れ る 場 合 を 外 的 統 制 信 念 と 呼 ん だ ． 病 気 や 健 康 に 対 す る 特 異 的 な
LOC 尺 度 は ， Wallston ら 9) に よ っ て 健 康 統 制 感 尺 度 と し て 発 表 さ れ
た ． こ れ は Rotter の 一 般 化 さ れ た LOC 尺 度 で は ， 健 康 と い う 特 定 領
域 の 行 動 を 予 測 す る こ と は 困 難 と の 見 解 か ら 新 た に 開 発 さ れ た も の
で あ る ． そ の 後 ， 多 次 元 健 康 統 制 感 尺 度 10) が 報 告 さ れ て い る ． こ れ
は ， 内 的 － 外 的 と い う 2 次 元 で は な く ， 外 的 を 「 強 力 な 他 者 」 と
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「 運 」 に 分 け ， 全 部 で 3 つ の 次 元 か ら 健 康 統 制 感 を 測 定 す る 尺 度 で
あ る ．  
Reitzら 11) は 社 会 的学 習 理 論 が 健 康 教 育 に 関 す る 文 献 で 最 も 頻 繁 に
引 用 さ れ る 理 論 の 一 つ と し て 挙 げ ， そ の 中 で LOC も 紹介 し て い る ．
ま た ， 石 井 12) は 作 業 療 法 の 対 象 と な る 脳 血 管 障 害 者 の 特 性 を LOC の
観 点 か ら 調 査 し ， 自 宅 療 養 群 に 比 べ て 長 期 入 院 群 で 外 的 統 制 傾 向 が
強 か っ た と 報 告 し て い る ． 笹 田 ら 13) は 脳 血 管 障 害 者 の 健 康 統 制 感 を
調 査 し た 結 果 か ら ， 自 己 の 健 康 の と ら え 方 を 客 観 的 に 評 価 で き る 健
康 統 制 感 尺 度 が ， リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 評 価 と し て 有 効 で あ る と 報
告 し て い る ． し た が っ て ， 健 康 統 制 感 は 地 域 高 齢 者 の 健 康 に 関 す る
信 念 を 理 解 す る 上 で も 有 用 で あ る と 考 え ら れ る ．   
ク ラ イ エ ン ト の ア プ ロ ー チ に 健 康 統 制 感 を ど う 生 か す か に 関 し て ，
治 療 意 欲 を 高 め る に は 内 的 統 制 傾 向 に 変 え る こ と が 必 要 で あ る と の
意 見 が あ る 14) ． 一 方 ， 内 的 統 制 で あ る こ と は 有 益 だ が ， 自 分 に 悪 い
原 因 が あ る と 信 じ 込 ん で い る 場 合 ， 罪 悪 感 と フ ラ ス ト レ ー シ ョ ン が
生 ま れ 不 適 応 を 起 こ す 可 能 性 も 示 唆 さ れ て い る 15) ． ま た ， 山 口 16) に
よ れ ば ， 内 的 統 制 は 症 状 に 対 す る セ ル フ ケ ア 行 動 に 優 れ ， 症 状 が 軽
い 傾 向 に あ る 反 面 ， ソ ー シ ャ ル サ ポ ー ト が 受 け 入 れ に く い 傾 向 も あ
り ， 症 状 の 持 続 や 悪 化 に つ な が る 可 能 性 を 示 唆 し て い る ．   
以 上 よ り ， 健 康 統制 感 が 作 業 療 法 に お い て 有 用 で あ る こ と や ク ラ
イ エ ン ト の 行 動 に 対 す る さ ま ざ ま な 解 釈 が 報 告 さ れ て い る ． し か し ，
ど の よ う に 活 用 す れ ば ク ラ イ エ ン ト が 健 康 行 動 を 獲 得 し ， リ ハ ビ リ
テ ー シ ョ ン の 重 要 な ア ウ ト カ ム の 一 つ で あ る 健 康 関 連 QOL （ health 
related quality of life; 以 下 ，HRQOL） の 向 上 に 寄 与 す る の か は 不 明 な
部 分 も あ る ． 健 康 統 制 感 の 違 い を 考 慮 し た プ ロ グ ラ ム に よ り ， ア プ
ロ ー チ の 効 果 が 変 わ る の で あ れ ば ， 事 前 に 健 康 統 制 感 を 評 価 す る こ
と で 地 域 に お け る 作 業 療 法 プ ロ グ ラ ム 立 案 に 有 用 な 情 報 を も た ら す
こ と が 可 能 と な る ．  
そ こ で 健 康 統 制 感を 評 価 す る 意 義 を 明 ら か に す る た め ， 介 護 予 防
に 取 り 組 む 地 域 在 住 高 齢 者 に 対 し て ， 以 下 の 目 的 で 基 礎 的 研 究 を 行
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っ た ． 本 研 究 の 目 的 は ① 健 康 統 制 感 の 違 い に よ っ て ， 運 動 機 能 や
HRQOLに 違 い が あ る の か ， ② 運 動 プ ロ グ ラ ム に よ っ て 健 康 統 制 感 が
ど の よ う に 変 化 し ， 運 動 機 能 やHRQOLに 影 響 を 及 ぼす の か を 明 ら か
に す る こ と で あ る ．  
 
             方  法  
 
1 ． 研 究 対 象 と 介 入 プ ロ グ ラ ム の 概 要  
介 護 予 防 運 動 教 室 （ 以 下 ， 介 護 予 防 教 室 ） と 特 定 高 齢 者 支 援 事 業
（ 以 下 ， 元 気 応 援 教 室 ） に 参 加 し た 仙 台 市 在 住 の 特 定 高 齢 者 に 研 究
内 容 を 説 明 し ， 同 意 を 得 た 57 名 を 対 象 と し た ． 両 教 室 に お け る 対 象
者 の 選 定 に は 介 護 予 防 の た め の 生 活 機 能 評 価 の う ち 基 本 チ ェ ッ ク リ
ス ト 17) を 用 い ， 運 動 機 能 項 目 5 項 目 中 3 項 目 以 上 該 当 し た 者 と し た ．  
介 護 予 防 教 室 は ， 仙 台 市 介 護 予 防 地 域 包 括 ケ ア 構 築 事 業 （ 2008 年
9 月 ～ 12 月 ） と し て 開 催 さ れ た ． こ れ は 筆 頭 筆 者 が 関 わ る 協 力 施 設
の ス タ ッ フ が ， 仙 台 市 よ り 参 画 可 能 な 地 域 と し て 委 託 さ れ た 3 地 域
に 出 向 き ， 介 入 プ ロ グ ラ ム を 行 う も の で あ る ． 原 則 と し て 実 施 主 体
は 対 象 者 の 送 迎 を 行 わ な い が ， 家 族 が 送 迎 す る 場 合 も あ っ た ． 介 入
は 1 回 2 時 間 ， 全 10 回 行 っ た ． 一 方 ， 元 気 応 援 教 室 は ， 仙 台 市 通 所
型 特 定 高 齢 者 支 援 事 業 の 運 動 器 の 機 能 向 上 （ 2008 年 11 月 ～ 2009 年 1
月 ， 2009 年 1 月 ～ 3 月 ） で 行 わ れ た も の で ， 協 力 施 設 に 集 ま っ た 対
象 者 に 介 入 プ ロ グ ラ ム を 行 う も の で あ る ． 実 施 主 体 は 対 象 者 の 送 迎
を 行 う が ， 送 迎 を 不 要 と す る 対 象 者 も い た ． 介 入 は 1 回 2 時 間 ， 全
17 回 行 っ た ． 両 教 室 と も 期 間 を お お む ね 半 分 に 分 け ， 前 半 は 導 入 と
し て ス ト レ ッ チ や 筋 力 ト レ ー ニ ン グ の 方 法 に つ い て 学 習 し た 上 で ，
上 下 肢 ， 体 幹 の 抗 重 力 筋 を 中 心 と し た 筋 力 ト レ ー ニ ン グ を 実 施 し た ．
こ の 際 ， 介 護 予 防 教 室 で は 重 垂 バ ン ド を 用 い ， 元 気 応 援 教 室 で は マ
シ ン も 併 用 し た ． 後 半 で は ， 片 足 立 ち や 障 害 物 歩 行 な ど バ ラ ン ス 機
能 を 要 す る ト レ ー ニ ン グ を 加 え た ． 負 荷 量 の 設 定 は 自 覚 的 に 「 や や
き つ く 感 じ る 程 度 」 を 参 考 に ， 10 ～ 20 回 を 基 本 と し な が ら 回 数 や セ
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ッ ト を 徐 々 に 増 や す 方 法 を と っ た ． な お ， プ ロ グ ラ ム の 作 成 と 実 施
は 経 験 年 数 8 年 の 作 業 療 法 士 1 名 が 行 い ， 運 動 機 能 な ど の 測 定 結 果
を 基 に 参 加 者 ご と の 目 標 を 記 載 し た 計 画 書 を 作 成 し た ． そ の 他 の ス
タ ッ フ と し て 実 施 の サ ポ ー ト や 安 全 確 認 の た め 介 護 職 員 数 名 ， 健 康
状 態 の 確 認 の た め 看 護 師 1 名 が 関 わ っ た ．   
 
2 ． 測 定 項 目  
運 動 機 能 は ， 両 教 室 を 行 う 上 で 仙 台 市 よ り 共 通 に 指 定 さ れ て い る
測 定 項 目 で あ る 「 握 力 」， 開 眼 片 足 立 ち （ 以 下 ， 「 片 足 立 ち 」） テ
ス ト ， 「 通 常 歩 行 」 テ ス ト ， 「 最 大 歩 行 」 テ ス ト ， Timed Up & Go
（ 以 下 ， 「 TUG 」） テ ス ト を 実 施 し た ． 「 握 力 」 は ， ス メ ド レ ー 式
握 力 計 を 用 い ， 強 く 握 れ る と 自 己 申 告 し た 手 の 最 大 筋 力 を 立 位 で 2
回 測 定 し ， 大 き い 値 を 採 用 し た ． 「 片 足 立 ち 」 テ ス ト は ， 目 を 開 き
上 げ や す い 側 の 足 を 上 げ ， 床 に 戻 す ま で の 時 間 を 測 定 し た ． 1 回 目
の 測 定 で 60 秒 未 満 の 場 合 は 再 度 測 定 し ， よ り 時 間 が 長 い 値 を 採 用 し
た ． 「 通 常 歩 行 」 テ ス ト は ， 5 メ ー ト ル の 測 定 区 間 を 日 常 的 に 歩 い
て い る 速 さ で 移 動 す る 時 間 を 1 回 測 定 し た ． 「 最 大 歩 行 」 テ ス ト は ，
5 メ ー ト ル の 測 定 区 間 を で き る だ け 速 く 移 動 す る 時 間 を 2 回 測 定 し ，
速 い 値 を 採 用 し た ． 「 TUG 」 テ ス トは ， 椅 子 か ら 立 ち 上 が り ， 歩 い
て  3 メ ー ト ル 先 の 目 印 を 折 り 返 し て 再 び 椅 子 に 座 る ま で の 時 間 を 2
回 測 定 し ， 速 い 値 を 採 用 し た ． な お ， こ れ ら の 測 定 項 目 は ， 厚 生 労
働 省 運 動 器 の 機 能 向 上 マ ニ ュ ア ル 17) に お け る 高 齢 者 の 体 力 測 定 項 目
に 準 じ て お り ， 妥 当 と 判 断 し た ．  
活 動 能 力 の 測 定 は ， 老 研 式 活 動 能 力 指 標 （ Tokyo Metropolitan 
Institute of Gerontology Index of Competence; 以 下 ， TMIG-IC ） 18) を 用 い
た ． こ れ は ， 「 手 段 的 自 立 」， 「 知 的 能 動 性 」， 「 社 会 的 役 割 」 の
要 素 を 含 む ． 満 点 は 13 点 で ， 点 数 が 高 い ほ ど 自 立 し た 社 会 生 活 を 維
持 す る 能 力 が あ る と さ れ る ．  
健 康 統 制 感 の 測 定 は ， 多 次 元 尺 度 で あ る 日 本 版 主 観 的 健 康 統 制 感
尺 度 （ Japanese version of the Health Locus of Control Scales; 以 下 ， JHLC ）
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を 用 い た ． こ れ は 堀 毛 19) が 日 本 人 の 健 康 観 を 反 映 し 作 成 し た 質 問 紙
で あ る ． 健 康 統 制 感 は ， 「 自 分 自 身 」 「 家 族 」 ｢ 専 門 職 ｣ 「 偶 然 」
「 超 自 然 」 の 5 下 位 項 目 に 分 類 さ れ ， 項 目 ご と に 5 つ の 質 問 が あ る ．
ラ ン ダ ム に 配 置 し た 質 問 に は 6 件 法 で 回 答 し ， 「 ま っ た く そ う 思 わ
な い 」 （ 1 点 ） か ら 「 非 常 に そ う 思 う 」 （ 6 点 ） の 点 数 が 配 分 さ れ
る ． 得 ら れ た 回 答 の 数 値 を 下 位 項 目 ご と に 合 計 し て 得 点 と し ， 点 数
が 高 い 下 位 項 目 の 傾 向 が 強 い と 判 断 さ れ る ． 本 研 究 で は 介 入 前 の 測
定 で 「 自 分 自 身 」 の 得 点 が 最 も 高 か っ た 場 合 は 内 的 統 制 群 （ 以 下 ，
内 的 群 ）， そ れ 以 外 の い ず れ か の 下 位 項 目 得 点 が 「 自 分 自 身 」 よ り
も 高 か っ た 場 合 は 外 的 統 制 群 （ 以 下 ， 外 的 群 ） と し た ． ま た ， 「 自
分 自 身 」 と そ れ 以 外 の い ず れ か の 下 位 項 目 得 点 が 同 点 だ っ た 場 合 に
は 両 統 制 群 （ 以 下 ， 両 群 ） と 定 義 し た ．  
HRQOLの 測 定 は ，日 本 語 版 EuroQol20) を 用 い た ． こ れ は ， 健 康 水 準
の 変 化 を 一 つ の 数 値 で 評 価 す る た め の 包 括 的 尺 度 で あ り ， 5 項 目 法
と 視 覚 評 価 法 か ら 構 成 さ れ る ． 本 研 究 で は 5 項 目 法 の み 実 施 し た ．
項 目 は 「 移 動 の 程 度 」 「 身 の 回 り の 管 理 」 「 ふ だ ん の 活 動 」 「 痛 み
／ 不 快 感 」 「 不 安 ／ ふ さ ぎ 込 み 」 の 5 つ で ， そ れ ぞ れ に つ い て 問 題
の 程 度 に 応 じ た 3 つ の レ ベ ル か ら 回 答 を 求 め る ． 回 答 の 組 み 合 わ せ
は 総 合 指 数 に 置 き 換 え る た め の 換 算 表 と 照 合 す る こ と で ， 効 用 値
（ 以 下 ， QOL 効 用値 ） が 求 め ら れ る ． QOL 効 用 値 は 完全 な 健 康 を 1 ，
死 亡 を 0 と し た 一 次 元 の 間 隔 尺 度 で 表 さ れ ， 回 答 の 組 み 合 わ せ か ら
243 通 り の 効 用 値が 得 ら れ る ． こ れ に 「 死 」 と 「 意 識 不 明 」 を 合 わ
せ 全 部 で 245 通 りの 健 康 状 態 を 弁 別 可 能 と さ れ る ． 以 上 の 測 定 は 介
入 プ ロ グ ラ ム の 開 始 前 と 終 了 後 に 実 施 し た ．   
 
3 ． 分 析 方 法  
 対 象 者 は 介 入 前 の JHLC 得 点 で 定 義 し た 方 法 に よ り 3 群 に 分 け ，
そ れ ぞ れ 運 動 機 能 やHRQOLと の 関 係 を 検 討 し た ． さ ら に ， 介 入 前 後
で 健 康 統 制 感 の 変 化 に 伴 う 運 動 機 能 やHRQOLへ の 影 響 も 検 討 し た ．
統 計 学 的 検 定 は ， 性 別 あ る い は 教 室 ご と の 全 測 定 値 の 比 較 に は
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Mann-Whitny の U 検 定 ， 介 入 前 後 の 全 測 定 値 の 比 較 に は Wilcoxon 符
号 付 き 順 位 検 定 を 用 い た ． ま た ， 健 康 統 制 感 は ， 介 入 前 後 の 比 率 の
比 較 に は Fisher の 正 確 確 率 検 定 を ， 介 入 前 後 に お け る 健 康 統 制 感 の
群 内 比 較 に は Kruskal Wallis 検 定 を 用い た ． 有 意 水 準 は 5 ％ 未 満 と し
た ． な お ， 本 研 究 は 東 北 文 化 学 園 大 学 研 究 倫 理 審 査 委 員 会 の 承 認
（ 承 認 番 号 08 ‐ 01 号 ） を 得 て 行 っ た ．  
 
             結  果  
 
 分 析 対 象 者 は ， 介 入 前 後 の 全 デ ー タ が 得 ら れ た 44 名 （ 男 性 13 名 ，
女 性 31 名 ） で あ っ た ． 年 齢 は ， 男 性 が 73 ～ 88 （ 平 均 78.8 ± 4.6 ） 歳，
女 性 が 65 ～ 90 （ 平 均 75.4 ± 6.4 ） 歳で あ っ た ． ま た ， 介 護 予 防 教 室
参 加 者 は 14 名 ， 元 気 応 援 教 室 参 加 者 は 30 名 で あ っ た ．  
 
1 ． 男 女 別 ， 参 加 教 室 別 の 比 較  
介 入 前 の 各 測 定 項 目 を 男 女 別 に 比 較 す る と ， 女 性 で は TMIG-IC の
「 総 合 」， 「 手 段 的 自 立 」， 「 社 会 的 役 割 」 の 各 得 点 で 有 意 に 高 く ，
「 片 足 立 ち 」 で 有 意 に 長 か っ た ． 男 性 で は ， 「 握 力 」 が 有 意 に 高 く ，
「 通 常 歩 行 」 で 有 意 に 速 か っ た ． そ の 他 は 男 女 差 が な か っ た ． 一 方 ，
教 室 ご と の 比 較 で は ， TMIG-IC の 「 知 的 能 動 性 得 点 」 と JHLC の
「 偶 然 」 の 値 が 元 気 応 援 教 室 参 加 者 で 有 意 に 高 か っ た 以 外 は 有 意 差
が な か っ た （ 表 1 ）．  
 
2 ． 介 入 前 後 の 測 定 値 の 比 較  
全 対 象 者 の 介 入 前後 の 測 定 値 は ， 測 定 項 目 ご と に 表 2 に 示 し た ．
運 動 機 能 は ， 「 通 常 歩 行 」， 「 最 大 歩 行 」， 「 TUG 」で 介 入 後 に 有
意 に 時 間 が 短 縮 し た ． TMIG-IC は 「 総 合 得 点 」 で 介 入 後 に 向 上 し た
も の の ， 有 意 差 は な か っ た ． JHLC は 介 入 前 「 自 分 自 身 」 「 家 族 」
「 専 門 職 」 「 偶 然 」 「 超 自 然 」 の 順 に 値 が 高 く ， 介 入 後 も 同 様 の 順
序 だ っ た ． さ ら に ， 下 位 項 目 ご と に 介 入 前 と 介 入 後 の 値 を 比 較 し た
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が ， い ず れ も 有 意 差 は な か っ た ．  QOL 効 用 値 は ，介 入 後 に 向 上 し
た が 有 意 差 は な か っ た ．  
 
3 ． 介 入 前 後 に お け る 健 康 統 制 感 の 変 化  
 介 入 前 の JHLC を も と に 各 群 を 定 義 し た 方 法 に 準 じ て ， 介 入 後 の
JHLC の 結 果 か ら 対 象 者 の 健 康 統 制 感 を 内 的 統 制 ， 外 的 統 制 ， 両 統
制 と 定 義 し ， 介 入 前 後 で 健 康 統 制 感 に 変 化 が あ る の か を 検 討 し た ．
介 入 前 に 内 的 群 だ っ た 対 象 者 は 23 名 で ， こ の う ち 介 入 後 の 測 定 で も
内 的 統 制 だ っ た 者 が 16 名 ， 外 的 統 制 に 変 化 し た 者 が 5 名 ， 両 統 制 に
変 化 し た 者 が 2 名 で あ っ た ． 同 様 に 介 入 前 外 的 群 は 15 名 で ， 介 入 後
に 変 化 し な か っ た 者 が 6 名 ， 内 的 統 制 に 変 化 し た 者 が 4 名 ， 両 統 制
に 変 化 し た 者 が 5 名 だ っ た ． 介 入 前 両 群 は 6 名 で ， 介 入 後 に 変 化 し
な か っ た 者 が 1 名 ， 内 的 統 制 に 変 化 し た 者 が 3 名 ， 外 的 統 制 に 変 化
し た 者 が 2 名 で あ っ た ． ま た ， 介 入 前 後 で こ れ ら の 人 数 の 比 率 を 検
定 し た と こ ろ ， 有 意 で は な か っ た （ p ＝ 0.09 ）． な お， 外 的 統 制 あ
る い は 両 統 制 に 変 化 し た 対 象 者 は ， 「 家 族 」 あ る い は 「 専 門 職 」 の
得 点 が 影 響 し た 場 合 に 限 ら れ て お り ， 「 偶 然 」 と 「 超 自 然 」 の 得 点
が 影 響 し た 対 象 者 は い な か っ た ．  
 
4 ． 健 康 統 制 感 と 運 動 機 能  
介 入 前 後 の 運 動 機能 を 群 ご と に 比 較 す る と ， 介 入 前 に 内 的 群 で あ
っ た 対 象 者 は 「 通 常 歩 行 」， 「 最 大 歩 行 」， 「 TUG 」で ， 介 入 前 に
外 的 群 と 両 群 で あ っ た 対 象 者 は ， 「 最 大 歩 行 」 と 「 TUG 」 で 介 入 後
に 有 意 に 時 間 が 短 縮 し た （ 表 3 ）． し た が っ て ， 介 入 前 の 健 康 統 制
感 が い ず れ で あ っ て も ， 歩 行 能 力 に 関 わ る 値 が 向 上 し た ．  
 
5 ． 健 康 統 制 感 とHRQOL 
 健 康 統 制 感 の 変 化 を 考 慮 し た 介 入 前 後 の QOL 効 用 値を 表 4 に 示 す ．
介 入 前 に 内 的 群 と 両 群 の 対 象 者 は 外 的 群 に 比 べ て 介 入 前 の QOL 効 用
値 が 高 い 傾 向 だ っ た が ， 3 群 間 に 有 意 差 は な か っ た ． ま た ， 各 群 で
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介 入 前 後 の 効 用 値 を 比 較 す る と ， 全 て の 群 で 介 入 後 に 向 上 し た も の
の ， 有 意 差 は な か っ た （ 表 4 上 ）． 一 方 ， 健 康 統 制 感 の 変 化 を 踏 ま
え ， 介 入 後 の 健 康 統 制 感 を 基 準 と し ， 対 象 者 を 対 応 さ せ て 介 入 前 を
振 り 返 っ た 場 合 の QOL 効 用 値 の 変 化も 検 討 し た ． そ の 結 果 ， 介 入 後
の 3 群 間 に 有 意 差 は な か っ た が ， 介 入 後 に 外 的 統 制 と な っ た 対 象 者
は 介 入 前 と 比 較 し た 場 合 ， QOL 効 用値 が 有 意 に 向 上 し た （ 表 4 下 ）．  
 
             考  察  
 
 今 回 ， 介 護 予 防 に 取 り 組 む 地 域 高 齢 者 に 対 す る 介 入 プ ロ グ ラ ム が ，
運 動 機 能 やHRQOLに ど の よ う な 影 響 を 及 ぼ す の か を ， 健 康 統 制 感 の
観 点 か ら 検 討 し た ． 運 動 機 能 は ， 歩 行 能 力 に 関 わ る 項 目 で 改 善 し た ．
高 齢 者 の 体 力 検 査 で は ， 歩 行 が 体 力 低 下 を 代 表 す る 指 標 と 言 わ れ て
い る 21) ． ま た ， 東 京 都 老 人 総 合 研 究 所 の 介 護 予 防 検 診 22) で は ， 5 メ
ー ト ル 通 常 歩 行 時 間 が 男 性 4.4 （ 女 性 5.0 ） 秒 未 満 で 身 体 虚 弱 や 転
倒 等 の リ ス ク が あ る 基 準 と さ れ る ． 今 回 ， 介 入 後 の 通 常 歩 行 時 間 は ，
こ の 基 準 と 同 等 か 速 い 結 果 と な り ， 運 動 機 能 に 対 す る 介 入 プ ロ グ ラ
ム の 一 効 果 で あ る と 解 釈 で き る ．  
一 方 ， 介 入 後 に ， 健 康 統 制 感 が 変 化 し た こ と に よ るHRQOLへ の 影
響 に は 差 が あ っ た ．  
 
1 ． 分 析 対 象 者 の 特 性 に つ い て  
今 回 の 対 象 者 は 2 つ の 教 室 か ら 集 め ら れ た が ， 共 に 同 じ 方 法 で 選
定 さ れ た 特 定 高 齢 者 で あ る ． 介 入 前 に お け る 教 室 ご と 得 点 の 測 定 値
比 較 で は ， TMIG-IC の 「 知 的 能 動 性 得 点 」， JHLC の 「 偶 然 」 の 項
目 で 有 意 差 が あ っ た ． 藤 原 ら 23) に よ る と TMIG-IC の 「 総 合 得 点 」 が
10 点 以 上 の 場 合 ， 「 知 的 能 動 性 得 点 」 の 1 点 の 差 は 測 定 誤 差 で あ る
可 能 性 が 示 唆 さ れ て い る ． ま た ， JHLC の 「 偶 然 」 の 中 央 値 は ， 介
護 予 防 教 室 で 11.5 ， 元 気 応 援 教 室 で 15.5 で あ り ， 6 件法 の う ち 「 ど
ち ら か と い え ば そ う 思 わ な い 」 よ り も 低 い レ ベ ル を 選 択 し た と 考 え
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ら れ る ． し た が っ て ， 「 偶 然 」 の 項 目 が 教 室 間 で 有 意 差 が あ っ て も ，
本 研 究 に お け る 群 分 け へ の 影 響 は 少 な い と 思 わ れ る ． 以 上 の 理 由 よ
り ， 本 研 究 で は 両 教 室 の 母 集 団 を 同 質 と し て 処 理 し た ． し か し な が
ら ， 対 象 者 へ の 事 前 情 報 の 違 い と し て ， 両 教 室 に お け る 送 迎 の 有 無
や ， 介 入 頻 度 が 異 な る と い う 特 徴 も あ っ た ． 送 迎 の 有 無 や 介 入 頻 度
が 対 象 者 の 動 機 づ け や 運 動 機 能 に ど の よ う な 影 響 を 及 ぼ す の か は ，
本 研 究 で は 明 ら か に で き な い ． 今 後 は ， 結 果 の 一 般 化 に 向 け て ， で
き る だ け 同 一 母 集 団 か ら の 対 象 者 を 選 定 す る な ど 工 夫 す る 必 要 が あ
る ．  
 
2 ． 介 入 後 の 健 康 統 制 感 の 変 化  
 健 康 統 制 感 は 人 格 特 性 の よ う に 一 般 化 さ れ て い る と 考 え ら れ て お
り 24) ， 個 人 の も の の 見 方 や 考 え 方 が あ る 程 度 一 貫 し た 傾 向 に あ る と
い う こ と が で き る ． 一 方 ， 本 研 究 で は ， 介 入 後 に 健 康 統 制 感 が 変 化
し た 対 象 者 が お り ， 短 期 的 に は 個 人 内 で 変 化 す る と 考 え ら れ た ．
Wallston25)に よ れ ば ， 健 康 統 制 感 尺 度 は 必 ず し も 信 念 の 堅 さ を 評 価 す
る も の で は な く ， 状 態 指 標 で あ る と さ れ る ． そ し て ， 本 尺 度 で 決 定
さ れ た 個 人 の 分 類 を パ ー ソ ナ リ テ ィ ー 類 型 の よ う に 扱 う 危 険 性 も 示
唆 し て い る ． 本 研 究 で は ， 内 的 統 制 で あ っ た 対 象 者 が 多 か っ た も の
の ， 外 的 統 制 お よ び 両 統 制 の 対 象 者 も い る な ど ， 様 々 な 信 念 を 持 ち
な が ら 教 室 に 参 加 し て い る こ と が 分 か っ た ． こ の 状 況 を 踏 ま え ， 健
康 統 制 感 尺 度 の 結 果 を も と に ， あ ら か じ め 対 象 者 を 群 に 分 け た 上 で
介 入 内 容 を 変 え る な ど の 試 み も 考 え ら れ る ． し か し ， 介 入 プ ロ グ ラ
ム 以 外 に も 対 象 者 同 士 の 触 れ 合 い や 日 常 生 活 で の 出 来 事 な ど ， 教 室
開 催 中 に 健 康 統 制 感 を 変 化 さ せ う る エ ピ ソ ー ド が さ ま ざ ま に 想 定 さ
れ ， 介 入 前 の 健 康 統 制 感 だ け を 参 考 に 介 入 内 容 を 決 め る こ と は 困 難
が 予 想 さ れ る ． し た が っ て ， 介 入 内 容 の 決 定 に 健 康 統 制 感 尺 度 を 利
用 す る 際 は ， 健 康 統 制 感 が 変 化 す る 可 能 性 を 念 頭 に 置 き ， 柔 軟 な 解
釈 を す る 必 要 が あ る ．  
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3 ． 介 入 プ ロ グ ラ ム がHRQOLに 及 ぼ す 影 響  
今 回 ， JHLC で 得 ら れ た 結 果 か ら 対 象 者 を 3 群 に 分 け 比 較 し た と
こ ろ ， 介 入 後 に 外 的 統 制 と な っ た 対 象 者 は ， 介 入 前 と 比 較 し た 場 合 ，
QOL 効 用 値 が 有 意に 向 上 し て い た ． 一 般 に 内 的 統 制 の 場 合 ， 積 極
的 ・ 自 主 的 保 健 行 動 に 優 れ て い る と い わ れ ， 外 的 統 制 の 場 合 に は 消
極 的 ・ 受 動 的 保 健 行 動 を と り や す い と い わ れ て い る 26) ． つ ま り ， 内
的 統 制 が 強 い こ と は ア ウ ト カ ム と し て のHRQOLに 対 し プ ラ ス の 影 響
が 予 想 さ れ た が ， 本 研 究 の 結 果 は そ れ を 支 持 す る も の で は な か っ た ．
し た が っ て ， JHLC で 測 定 さ れ た 健 康 統 制 感 を 良 否 と い う 観 点 で 対
象 者 の 健 康 行 動 の 特 徴 を 評 価 す る 場 合 に は ， 慎 重 さ が 要 求 さ れ る ．
今 回 の 介 入 プ ロ グ ラ ム の 効 果 に つ い てHRQOLを ア ウ ト カ ム と し ， 健
康 統 制 感 の 観 点 か ら 検 討 す れ ば ， 介 入 後 に 外 的 統 制 で あ っ た 対 象 者
が ， そ れ 以 外 の 健 康 統 制 感 を 示 し た 対 象 者 よ り も プ ロ グ ラ ム が 効 果
的 で あ っ た 可 能 性 が あ る ． こ の 理 由 の 一 つ と し て ， 今 回 の 介 入 プ ロ
グ ラ ム は 「 提 供 さ れ る も の 」 と い う 意 味 合 い が 強 い こ と が 挙 げ ら れ
る ． ま た ， こ れ ら の 対 象 者 で は 外 的 統 制 の 中 で も と り わ け 「 家 族 」
あ る い は 「 専 門 職 」 の 力 が 大 切 で あ る と 回 答 し て い た ． こ れ は ， 介
入 プ ロ グ ラ ム 以 外 に も 家 族 や 専 門 職 と の 関 わ り 自 体 に よ り ， 自 分 以
外 の 要 因 で 健 康 が コ ン ト ロ ー ル さ れ る と い う 信 念 を 持 ち や す い 外 的
統 制 の 対 象 者 に よ り マ ッ チ し た も の で あ っ た と 考 え ら れ る ． 一 方 ，
内 的 統 制 の 対 象 者 で は 健 康 に 関 す る 問 題 を 自 分 の 力 で コ ン ト ロ ー ル
し よ う と す る 傾 向 に あ る た め ， 介 入 プ ロ グ ラ ム の 提 供 を 受 け る だ け
で は な く ， 自 ら プ ロ グ ラ ム 立 案 な ど に 関 わ る ， あ る い は 対 象 者 自 身
が 実 践 し て 得 ら れ た 効 果 を 客 観 的 に フ ィ ー ド バ ッ ク す る な ど ， 介 入
上 の 工 夫 が 必 要 と 考 え ら れ る ．   
 
4 ． QOL 効 用 値 につ い て  
今 回 用 い た QOL 効 用 値 は ， ど の 程 度 の 値 が 好 ま し い と い っ た 標 準
値 が 示 さ れ て い る わ け で は な く ， 年 代 別 や 性 別 ， 疾 患 別 な ど を 反 映
し た 様 々 な 報 告 が あ る ． 縄 田 ら 27) は 65 歳 以 上 の 在 宅 高 齢 者 のHRQOL
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を EuroQol で 調 査 し ， QOL 効 用 値 の平 均 を 0.83 と 報 告し て い る ． 本
研 究 で は ， 介 入 後 の QOL 効 用 値 で も過 去 に 報 告 さ れ た 値 と 比 較 し 低
い 傾 向 に あ っ た ． QOL 効 用 値 の 解 釈 に は ， 介 入 前 後 の 差 だ け で は な
く ， 同 年 代 で の 値 に 近 づ く の を 目 標 に 考 え る こ と も 重 要 で あ る ．  
 
          本 研 究 の 限 界 と 今 後 の 課 題  
 
 本 研 究 は 限 ら れ た 地 域 の 検 討 で あ り ， 結 果 を 一 般 化 す る に は 限 界
が あ る ． そ の た め ， 他 の 都 道 府 県 で の 検 討 も 考 慮 す る 必 要 が あ る ．
ま た ， 対 象 者 の 選 定 に 当 た っ て は 新 聞 広 告 等 に よ る 方 法 を 用 い 対 象
者 を 広 く 募 集 し ， 介 入 頻 度 や 内 容 を 統 一 し た 上 で 検 討 す る こ と も 必
要 で あ る ．  
今 回 は JHLC の 結 果 か ら 3 群 に 分 け て 検 討 し た が ， 外 的 統 制 を さ
ら に 細 か く 分 け た 項 目 とHRQOLと の 関 係 は 明 ら か に で き な か っ た ．
特 に 「 家 族 」 「 専 門 職 」 と 「 偶 然 」 「 超 自 然 」 は ， 物 理 的 に 存 在 す
る も の と そ う で な い も の と い う 質 的 に も 異 な る 概 念 と 考 え ら れ ， 今
後 さ ら に 詳 細 な 検 討 を 要 す る ．   
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年齢(歳） 74.0 (9.5) 78.0 (8.0) 0.30
運動機能
握力       （㎏） 24.0 (6.3) 23.0 (7.3) 0.74
片足立ち （秒） 30.7 (26.3) 11.0 (48.3) 0.07
通常歩行（秒） 4.3 (1.2) 4.6 (1.4) 0.34
最大歩行（秒） 3.3 (0.8) 3.4 (1.0) 0.79
TUG       （秒） 7.7 (1.5) 7.6 (1.8) 0.34
TMIG-IC
総合得点 11.5 (1.0) 11.5 (1.5) 0.97
手段的自立得点 5.0 (0.3) 5.0 (1.0) 0.62
知的能動性得点 3.0 (1.3) 4.0 (1.0) 0.03*
社会的役割得点 4.0 (1.0) 3.0 (2.0) 0.23
JHLC
自分自身 24.0 (2.5) 24.0 (4.3) 0.62
家族 21.0 (5.3) 21.5 (6.3) 0.77
専門職 19.0 (6.5) 19.5 (6.0) 0.48
偶然 11.5 (4.5) 15.5 (7.3) 0.04*
超自然 13.0 (8.0) 12.0 (5.0) 0.83
QOL効用値 0.69 (0.10) 0.69 (0.10) 0.84
Mann-Whitney のU検定　　*p<0.05
表1  　教室ごとの測定値比較
測定項目（単位）
中央値（四分位範囲）
p値
介護予防教室 （ｎ＝14） 元気応援教室 （ｎ＝30）
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（n＝44）
運動機能
握力       （㎏） 23.0 (7.5) 23.0 (7.0) 0.84
片足立ち （秒） 19.8 (40.6) 22.4 (52.8) 0.15
通常歩行（秒） 4.4 (1.3) 4.3 (1.3) 0.04*
最大歩行（秒） 3.3 (0.8) 2.9 (0.8) ＜0.001***
TUG       （秒） 7.6 (1.7) 6.8 (1.6) ＜0.001***
TMIG-IC
総合得点 11.5 (1.0) 12.0 (2.0) 0.29
手段的自立得点 5.0 (0.8) 5.0  (0.0) 0.71
知的能動性得点 4.0 (1.0) 4.0 (1.0) 0.47
社会的役割得点 3.0 (1.8) 3.0 (1.0) 0.30
JHLC
自分自身 24.0 (3.0) 23.5 (3.8) 0.12
家族 21.0 (5.0) 21.5 (4.5) 0.46
専門職 19.0 (6.0) 19.0 (4.8) 0.96
偶然 14.0 (6.0) 13.5 (5.8) 0.55
超自然 12.5 (5.8) 13.5 (5.0) 0.22
QOL効用値 0.69 (0.10) 0.71 (0.10) 0.33
Wilcoxon符号付き順位検定 *p<0.05　***p<0.001
表2  　全対象者における介入前後の測定値比較
中央値（四分位範囲）
介入前 介入後
測定項目（単位） p値
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握力 （㎏） 23.0 (8.0) 22.0 (7.0) 0.48
片足立ち （秒） 24.6 (51.6) 21.0 (50.9) 0.98
通常歩行 （秒） 4.5 (1.1) 4.2 (1.4)   ＜0.001***
最大歩行 （秒） 3.3 (1.1) 2.9 (0.9)   ＜0.001***
TUG （秒） 7.6 (1.9) 6.8 (1.7)   ＜0.001***
握力 （㎏） 22.0 (7.0) 24.0 (7.0) 0.18
片足立ち （秒） 10.4 (20.2) 18.0 (27.1) 0.10
通常歩行 （秒） 4.6 (1.5) 4.4 (1.7) 0.62
最大歩行 （秒） 3.2 (0.7) 2.9 (0.8)   　  0.00**
TUG （秒） 7.4 (1.2) 6.8 (1.2)    ＜0.001***
握力 （㎏） 26.0 (9.5) 25.0 (11.5) 0.34
片足立ち （秒） 28.6 (43.9) 41.1 (55.3) 0.14
通常歩行 （秒） 4.1 (2.0) 4.2 (1.5) 0.67
最大歩行 （秒） 3.5 (1.2) 2.6 (1.4) 0.03*
TUG （秒） 7.4 (3.4) 6.6 (2.8) 0.03*
介入前 両群（n＝6）
測定項目（単位）
中央値（四分位範囲）
表3　健康統制感別にみた介入前後の測定値比較
中央値（四分位範囲）
介入前 介入後
介入前 内的群（n＝23）
介入前 外的群（n＝15）
ｐ値測定項目（単位）
ｐ値測定項目（単位）
介入前 介入後
Wilcoxon符号付き順位検定 *p<0.05　**p<0.01　***p<0.001
ｐ値
中央値（四分位範囲）
介入前 介入後
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内的群（n＝23） 0.69 (0.10) 0.71 (0.10) 0.63
外的群（n＝15） 0.65 (0.10) 0.69 (0.20) 0.70
両　 群（n＝  6） 0.69 (0.20) 0.71 (0.20) 0.08
内的統制（n＝23） 0.69 (0.10) 0.69 (0.10) 0.96
外的統制（n＝13） 0.71 (0.20) 0.65 (0.10) 0.04*
   両 統 制 （n＝  8） 0.77 (0.10) 0.75 (0.20) 0.67
Wilcoxon符号付き順位検定 *p<0.05
介入後 介入前
表4  健康統制感の変化を考慮した介入前後のQOL効用値比較
介入前健康統制感
中央値（四分位範囲）
p値
介入後健康統制感
中央値（四分位範囲）
p値
介入前 介入後
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1 5 )  B i d d l e  S .  M u t r i e  N (藤 永 博 ・ 訳 ) ： 統 制 感 に よ る 動 機 づ け ．
竹 中 ， 橋 本 ・ 監 訳 ， 身 体 活 動 の 健 康 心 理 学  決 定 因 ・ 安
寧 ・ 介 入 ， 大 修 館 書 店 ， 東 京 ， 2 0 0 5， p p . 4 3 - 7 5 ．  
1 6 )  山 口 淑 恵 ： 中 高 年 女 性 労 働 者 の 健 康 支 援 に お け る エ ン パ
ワ ー メ ン ト 指 標 の 有 用 性 ． 久 留 米 医 会 誌  6 7 ： 1 3 0 - 1 4 0 ，
2 0 0 4．  
1 7 )  運 動 器 の 機 能 向 上 マ ニ ュ ア ル 分 担 研 究 班 （ 研 究 班 長 ： 大
渕 修 一 ）： 運 動 器 の 機 能 向 上 マ ニ ュ ア ル （ 改 訂 版 ）． 厚 生
労 働 省 ，（ オ ン ラ イ ン ）， 入 手 先 ＜ h t t p : / / w w w. m h l w. g o . j p
/ t o p i c s / 2 0 0 9 / 0 5 / d l / t p 0 5 0 1 - 1 d . p d f ＞ ，（ 参 照 2 0 0 9 - 0 9 - 0
1）．  
1 8 )  古 谷 野 亘 ， 柴 田 博 ， 中 里 克 治 ， 芳 賀 博 ， 須 山 靖 男 ： 地 域
老 人 に お け る 活 動 能 力 の 測 定 － 老 研 式 活 動 能 力 指 標 の 開
発 － ． 日 本 公 衛 誌 3 4， 1 0 9 - 11 4， 1 8 9 7．  
1 9 )  堀 毛 裕 子 ： 日 本 版 H e a l t h  L o c u s  o f  C o n t r o l 尺 度 の 作 成 ．
健 康 心 理 学 研 究  4： 1 - 7， 1 9 9 1 ．  
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2 0 )  日 本 語 版 E u r o Q o l 開 発 委 員 会 ： 日 本 語 版 E u r o Q o l の 開 発 ．
医 療 と 社 会  8： 1 0 9 - 1 2 3， 1 9 9 8．  
2 1 )  長 崎 浩 ： 体 力 の 老 化 と そ の 評 価 ． G e r o n t o l o g y  1 4： 2 7 - 3 0，
2 0 0 2．  
2 2 )  古 名 丈 人 ： 介 護 予 防 評 価 学 ． 鈴 木 ， 大 渕 ・ 監 修 ： 介 護 予
防 主 任 運 動 指 導 員 養 成 講 座 テ キ ス ト ， 東 京 都 高 齢 者 研
究 ・ 福 祉 振 興 財 団 ， 東 京 ， 2 0 0 5 ， p p . 7 7 - 1 2 6．  
2 3 )  藤 原 佳 典 ， 新 開 省 二 ， 天 野 秀 紀 ， 他 ： 自 立 高 齢 者 に お け
る 老 研 式 活 動 能 力 指 標 得 点 の 変 動  生 活 機 能 の 個 別 評 価
に 向 け た 検 討 ． 日 本 公 衛 誌 5 0： 3 6 0 - 3 6 7， 2 0 0 3．  
2 4 )  B r o w n i n g  C .  M e n z i e s  D .  T h o m a s  S （ 岩 田 学 ・ 訳 ）： 医 療
専 門 職 が 高 齢 者 の 身 体 活 動 や 運 動 練 習 を 促 進 す る に は ．
M o r r i s  M ,  S c h o o  A・ 編 著 （ 對 馬 ・ 監 訳 ）， エ ビ デ ン ス に
基 づ く 高 齢 者 の 理 想 的 な 運 動 プ ロ グ ラ ム ， 医 歯 薬 出 版 ，
東 京 ， 2 0 0 8， p p . 3 7 - 5 8 .  
2 5 )  Wa l l s t o n  K A （ 津 田 ・ 訳 ）： 看 護 場 面 で の コ ン ト ロ ー ル 評
価 ． S t e p t o e  A ,  A p p e l s  A ・ 編 著 （ 津 田 ・ 監 訳 ）， ス ト レ ス ，
健 康 と パ ー ソ ナ ル ・ コ ン ト ロ ー ル ， 二 瓶 社 ， 大 阪 ， 1 9 9 5 ，
p p . 9 1 - 11 5．  
2 6 )  渡 辺 正 樹 ： H e a l t h  L o c u s  o f  C o n t r o l に よ る 保 健 行 動 予 測
の 試 み ． 東 京 大 学 教 育 学 部 紀 要  2 5： 2 9 9 - 3 0 7， 1 9 8 5．  
2 7 )  縄 田 成 毅 ， 山 田 ゆ か り ， 池 田 俊 也 ， 池 上 直 己 ： 高 齢 者 に
お け る E u r o Q o l の 研 究 ： I A D L 等 の 要 因 と の 関 連 に つ い
て の 検 討 ． 医 療 と 社 会 1 0： 7 5 - 8 6， 2 0 0 0．  
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S u m m a r y  
P u r p o s e :  To  f i n d  o u t  h o w  t h e  m o t o r  f u n c t i o n  a n d  h e a l t h -
r e l a t e d  q u a l i t y  o f  l i f e  ( H R Q O L )  i n  t h e  e l d e r l y  l i v i n g  i n  
c o m m u n i t y  a r e  i n f l u e n c e d  b y  a  d i f f e r e n c e  o f  h e a l t h - l o c u s  
o f  c o n t r o l  ( H L C )  a f t e r  e x e r c i s e .  S u b j e c t s :  4 4  e l d e r l y  p e o p l e  
p a r t i c i p a t e d  i n  t h e  e x e r c i s e  p r o g r a m  f o r  t h e  p r e v e n t i o n  o f  
l o n g - t e r m  c a r e  o r  a  s p e c i f i e d  s u p p o r t i v e  p r o g r a m .  M e t h o d :  
J a p a n e s e  v e r s i o n  o f  t h e  h e a l t h  l o c u s  o f  c o n t r o l  w a s  
a d m i n i s t e r e d ,  a n d  a  c h a n g e  o f  H L C ,  m o t o r  f u n c t i o n  a n d  
H R Q O L  w e r e  c o m p a r e d  i n  t h e  p r e  a n d  p o s t  e x e r c i s e  
p r o g r a m s .  We  d i v i d e d  t h e  s u b j e c t s  i n t o  t h r e e  g r o u p s ;  
i n t e r n a l  H L C ,  e x t e r n a l  H L C  a n d  t h o s e  i n f l u e n c e d  b y  b o t h .  
R e s u l t :  T h e  m o t o r  f u n c t i o n  i n  a l l  t h r e e  g r o u p s  
s i g n i f i c a n t l y  i m p r o v e d  i n  t h e  a r e a  o f  w a l k i n g  a b i l i t y.  A l s o ,  
t h e  H R Q O L  o f  t h o s e  i n  t h e  e x t e r n a l  H L C  u l t i m a t e l y  
s i g n i f i c a n t l y  i m p r o v e d ,  w h e n  c o m p a r e d  t o  t h e  o n s e t .  
H o w e v e r ,  t h e  c h a n g e  i n  t h e  H R Q O L  o f  t h o s e  i n  t h e  i n t e r n a l  
H L C  w a s  n o t  s i g n i f i c a n t .   
 
K e y  w o r d s :  E l d e r l y  p e r s o n ,  P r e v e n t i o n  o f  d e p e n d e n c e  o n  
l o n g - t e r m  c a r e ， H e a l t h - l o c u s  o f  c o n t r o l ， M o t o r  f u n c t i o n ，
Q O L
 
 
 
 
 
 
 
 
